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第三部は秘説の保持と伝授に関する問題で， 1 つ 1 つの注釈書をきわめて丹念に分析し，論者の独
自の解釈である二段階伝授という考えを明らかにする。「伊勢物語』の講釈において，東常縁が一般の
人に対しては「古注」を，すぐれた門人へは「本式」説を用いるという，二つを使い分けていた事実
があるが，それを『源氏物語』の秘伝にも応用し，家の学問という立場から新しい説を示す。中世に
おいては，注釈書そのものが秘伝であり，さらにその中からもっとも重要な秘説だけを別冊にした秘
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伝書も伝来する O 両種の秘説の存在の意味とか，秘説を保持することと門弟に伝授して公開すること
との矛盾はどのように考えるのか，これらの興味ある問題について二段階伝授という考え方で解明し
ていく。
河内家には『水原抄J (散逸)という膨大な量の注釈書が成立していたようだがその最秘説を集成
したのが『原中最秘抄』である O これは一子相伝として親子四代にわたって伝えられ，部分的には貴
顕等に伝授され，すでに公開された秘説も存する。しかし，そのように伝授が続くと，やがて秘説と
しての『原中最秘抄』の存在意義がなくなり ひいては秘伝を保持する家の存立までも危うくなる。
ところが， 4 代目の行阿は家の説のすばらしさを誇示する一方，すでに公開されている家の説を批判
し，異説を主張するなど，矛盾するような書き入れも見られるO それは，父祖などの説いた家の説で
はあっても，すでに明らかにされた説は批判し さらに別の説の存在を唱えることによって家の学問
の維持に努めた結果だとするなど，独創的な解釈で首肯される点も多い。
全体についての問題点を列挙すると 第二部の冷泉家の源氏学の形成は，当時の学問のあり方を知
る上で示唆的な指摘だが，了俊の注釈書だけからの考察ではなく，今後さらに他の資料で補強する必
要がある O 第三部の二段階伝授についても名称とともにその当否はさらに広く資料を用いての検
証が課題となろう。またそれが兼良や三条西家にいたる室町期まで持続された方法なのか，疑問が
ないわけではなし 1。兼良には秘説集が存するがすでに意識としては積極的に秘説を生み出すのでは
なく，過去の秘説をまとめたにすぎないことは『源語秘訣J の書き入れによって明らかで、ある。同じ
秘説でも，鎌倉・南北朝とは考え方がかなり変質しているはずで，このあたりも一律に処理すること
はできないであろう。また，文献資料を扱うという内容とも関連するのだろうが，文章表現はやや生
硬で，単調な論述になりがちである。しかし，数多くの資料の詳細な解読により，長い古注釈史の研
究において見落されていた点の新たな発見や，独創的な考えを含むなど，この研究分野の進展に大き
く寄与することは確かであるO 以上のような判断により，本審査委員会では，本論文が学位論文とし
て，十分な価値を有するものと認定する。
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